
こんにちは

2006.09.08

きのうにほんへ来ました、楽しいですね
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



ああああああ暑い

2006.09.12

ここで日本語だけつかいますから,ちょっと不便です.がっこうの生活は楽しいですね,今日から涼しくなりましたから,楽しいですね.エアコンがないので。。。。。。
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



もう何も言わない

2006.09.15

すべてすべてうまく行っている。悩みだけ足りない。食べ物おいしいし、電話もかけられて、フランス語の授業もあって!!!!!おもしろいことに、ここは日本でも有名なサッカー
校で、なんてラッキーなんだ!!!どのみちすべてうまくいってるから、日中交流センターの先生も友達のみんなも、安心してください!!!僕は元気です。
（訳文）

于 暠さんの日記



お母さんの誕生日

2006.09.16

今日はとてもうれしい。なぜなら母の誕生日だからだ。あと、学校の中学部の運動会も開かれた。そのうち時間があったら写真をアップロードしようと思う。小さな学校だけ
ど、生徒も先生もとてもよくしてくれる。この学校には他にも二人中国人がいて、僕たちにとって、大きな助けになっている。僕の友達は日に日に増えている。少しずつ日本の
生活に慣れるのを、みんな手助けしてくれる。今、日本語での交流に大きな問題はないが、難しい問題が一つ。方言が分からない。でも大丈夫。毎日日本語を勉強すれば、次第
に聞いて分かるようになるはずだ。
（訳文）

于 暠さんの日記



悶々とした

2006.09.19

三日間インターネットを使わないでいたら、悶々とした。学校のコンピュータルームは週末開いてないから>>>>でも大丈夫。今日インターネットできたから！！！学校の生
活はとてもいい。食べるものもおいしい。ここがとても好きだ。。。学校の中でサッカーができることがなによりすばらしい。みんな心配しないでほしい。いい、いい。食欲も
あれば、睡眠も取れている。ここにはブラジル人が３人いて、彼らと一緒におしゃべりするのはまだ難しいけれど、なかなか面白い。基本的に日本の生活に慣れた。ただ、中国
でどうして外国語を勉強してこなかったのか、悔やまれる。本当にたくさんの単語が分からないんだよ！！！英語の授業が難しい気がするけれど、僕はがんばるよ！もしかした
らこの一ヶ月間が僕たちの一番辛い時期かもしれない。だけど歯を食いしばって頑張れば、みんな、明るい未来が僕らを待ってるはずだ。それから、ここでの勉強は、自分の意
識が大事だと思う。授業中、先生は生徒が何をしているか、寛容だ。聞いていても、寝ていても、そんなに問題はない。僕のクラスは全学年でトップだけれど、だからといって
みんなまじめに授業を聞いているわけではない。将来、その人がどんな人間になるか、今の姿から垣間見れる。頑張れ。みんな一緒に勉強しよう！
（訳文）

于 暠さんの日記



不思議だ

2006.09.20

この数日間、友達は進路指導が行われている。早いなぁ。彼らは高二が始まってすぐから少しずつ自分の人生の方向を決めていくんだなぁ。今日の最後の授業あと、先生はクラ
スのみんなに向かって、それぞれの成績と好みに関係するちょっとした調査をした。将来自分の進むべき方向を早めに決めるのは、確かにとてもいいことだと思う。私たちの学
校は山の上にあるのだが、寮から学校まで、高度が十数メートルもある。疲れる～
（訳文）

于 暠さんの日記



食べもの

2006.09.21

日本の食べ物はやはり魚介類が多い。ここで中国にいた頃のように野菜を食べるのは難しい。昨日やっと野菜を食べた。二枚のキュウリと、さいの目の肉のごとく小さなトマト
１５切れ。今朝はインゲンを食べた。家の台所で切り終わったばかりのようなインゲンで、二本にしかなかった！なんてことだ！しかし一方で、ここの魚はとても新鮮だし、カ
レーライスもおいしい。ラーメンも結構いけるよ。
（訳文）

于 暠さんの日記



もう一度書くしかない！

2006.09.21

せっかくたくさん書いたのに、見つけ出せない、悲しい!
日本で、魚を食べるのは非常に便利だが、私達の学校の食には魚が入っている。
しかし、ここで野菜を食べるのがこん
なに不便だとは思わなかった。昨夜の夜初めてキュウリとトマトを食べた。量は少なかった。キュウリが２枚、トマトは角切りで10個ぐらいだった。
ここのカレーはとてもお
いしい。ラーメンはなかなかいい。ただ中国の味とはまるで違う。食べると違った味わいがある。
（訳文）

于 暠さんの日記



スポーツの運動会

2006.09.22

体育祭、とてもおもしろくて、240人がいっしょに綱引きをした!今まで経験したことないことである.僕も参加して、感動した。私達は最終的に負けたが、いずれにせよとても
楽しかった.種目の中には日本の伝統的な二人三脚もあり、これはいわゆる人と人の仲を結びつけることを助けるもので、人と人の間の見えない意思疎通を発達させることがで
きる.学校には450人いて、すべての人、先生や学友、すべての人が参加して、これは本当の学校の運動会だ!オリンピックではない

于 暠さんの日記



インターネットをする機会が少なくなる

2006.09.26

明日から、サッカー部に入る。だから、インターネットをする機会が少なくなってしまう。みんなと近況を報告しあうことが難しくなってしまうことは、あまり望ましいことと
は言えない。しかし、これも私が希望したことであって、ここでのいい成長を遂げるためには仕方ない。日々の暮らしにも慣れてきて、時々家族とも連絡がとれる今の生活が、
なかなか気に入っている。勉強もそれほど大変ではない。とはいえ、やはり聞いても理解できないものが多いから、一生懸命聞かなければいけないと思う。教科書がまだ配られ
ていないが、これも一時的なものであろう。全てのことが、少しずつ変わっていくはずだ！
（訳文）

于 暠さんの日記



ついに来たね

2006.09.29

僕がいなかったこの2日間、みんなすごくネットやってるね!いいことだね。お互いやっと連絡を取り合いだしたんだね。みんなの元気そうなのを知って、僕も心配する必要がな
くなったってことだね。みんながどうしてるのかすごく知りたい。外語高校の友よ、まだネット利用の頻度がたりないぞ。しっかり語り合おう。まだ日記を書いたことがない人
たちに、基金の人たちがすごく心配するよ、と伝えてあげよう、うん。僕は、この2日間の訓練で、もうほとんど動けないほどだ。しかし、これはまだまだ始まったばかりだ。
毎日練習をしなければいけない僕は、どうやってこれをこなせばいいのだろうか。とはいえ、やると決めたことは、最後までやり通す。困難や危険に出くわしても、それを乗り
越える。サッカー部に入ったからには、徹底的にサッカーを練習する。絶対に諦めない！！学校の先生が昨日、６枚体操着をくれた。全部サッカー部のだ。それぞれの四季に対
応できるようになっている。それを着て、練習すると、どんなに気分かいいことか・・・・・・・・
（訳文）

于 暠さんの日記



ついに終わった!!

2006.10.20

あぁ!このテスト。想像してたのとちがう。
古典、漢文がなかった!まったくもって難解!その他の教科は、なんともいえない感じ!
（訳文）

于 暠さんの日記



何にをやたんの！

2006.10.25

まあこの間本当にびっくりした．いろいろな場合で、特に成績が
努力しなければ、絶対無理よ！別にも、なれないこともいっぱいあるだけど、時間を過ごしたと共に、ますま
す良くなると思います。
どっちでもそういう風でしょうか！いつでも努力しても結構です、いつまでも遅れないです．じゃ皆さんも、自分とも、がんばてね！
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



弦のような月、眠れない夜

2006.10.30

夜、眠くない。
久しぶりの方...
すべての人が、どんな風雨であろうと、晴天であろうと、
人生は不本意なことは八、九割なのだから、
すっきりとした心を保っていてほしい
と思う。
そうしたら、少しは楽になる。
何かさっぱりしたような気がしている。
久々の身軽さを感じている。
本当の生活まで、もう少しだ。
上善水の如し。大成の如く。
（訳文）

于 暠さんの日記



あと1点!

2006.10.31

今日の漢字テスト、1点あれば罰を受ける必要がなかったのに..
前にあった何度かは　6点6点5点だった。
今日よく頑張ったけど、7点だった。
だけど8点以上だと罰を受けな
くて済む。
2800以上の漢字が範囲だった..........
（訳文）

于 暠さんの日記



座布団一枚

2006.11.07

あの日、ついにこの番組を見た。「笑点」という番組だ。
あるベテランと思われるおじさんが一方に座り、舞台の真中に6人が座っている。それぞれの人によって高かったり、
低かったりして、座布団の数が違っているのだ。そのおじさんがそれぞれの人に道具を配り、問題を出す。誰か面白いことを言いうと、あの座布団を一枚配る。「座布団一枚」
という。言うことが面白くないと、数枚の座布団が持っていかれる。6人のうち一人が特に面白いことを言ったので、司会のおじさんは座布団２枚！話が面白くないときは、た
くさん罰を与えるらしく、座布団が3枚5枚と持っていかれる。座布団をもらうことはとても難しいらしい。2枚もらえるというのは、すごく難しいことのようだ。
（訳文）

于 暠さんの日記



受け取りました

2006.11.08

昨日センターから写真が送られてきた。とてもいい。すごく気に入ってる。センターの先生、ありがとう!
いろんな事情から、やはり一日遅れてしました..
（訳文）

于 暠さんの日記



日本語の発音

2006.11.08

正しいかどうか分かりません。
たくさんの言葉を、若い人は形容詞「い」を後ろから二文字目の発音を「え」にかえる。
例えば:
やばい＝やべ
すごい＝すげ
うるさい＝うるぜ　　
など
日本語の中のいわゆる「じょうす」も、たぶんこんなふうに変化した。
こんにちは＝こんにちは-す＝こんはす＝＋＊＞＜す＝じょうす＝ようす＝おうす＝えーす
....
「やばい」の意味はとても微妙だ。
美しい景色を見た時にも使える:富士山、やばい
うまく出来なかった時にも使える：(ボールが出る時)やばい！
もう１つ。とても微妙なも
の：微妙（びみょう）というこの言葉それ自身がとても微妙だよ!
（訳文）

于 暠さんの日記



とても長く書いていませんでした

2006.11.17

とても長く日記を書いていなくて、逆にみんながこんなに多く書いてるのを見て手がむずむずした。
何を書こうか？?
水曜日に交流センターの先生が来て、すぐに帰ってしま
った。とても短い時間だったけど、あまりにも散らかしている部屋を見せることになって、すみませんでした。面接を受ける時、中国語を話すのに苦労するのを発見した..

于 暠さんの日記



長い時間はもう日記を書かなかった

2006.11.22

なんと言うと、今までは､成長しました、にほんにきた後で､いろいろなことを考えました。独立に生活して､自分のことは必ず自分で決めて,成熟になるかもしれないでしょか。
まあ,ちゃんと努力して、かんばって、みなさんといっしょ！
（原文）

于 暠さんの日記



君たち，超強い

2006.12.13

　みんなの日記を見ました，コンテストとか，成績とか，僕より。。。
では，頑張ってね！
今月はまだ何にも書かないで，すみません
　今は何にが書いたほうがいいか、全然
わからない，日本語もあんまり上手じゃないし、他にも、毎日学校でなんにがするかわからないし，まあ，部活もやめて、まあ
レベルの差がだんだん増えた．心配するか！
　
では，今まではもう過ごしました，時間はもうなくちゃタ，今からの生活に，我慢して、努力して，ね
（原文）　

于 暠さんの日記



頑張れ!皆さんと一緒！

2006.12.16

ね，全然ダメだというと，ダメ！
全然できないといっては，ダメ！
我慢できないに言うとも，ダメ！
今は，何でもちょっと難しいだけど，だんだん良くなりました！いろいろ
な人に話して，友情はまだだけど、みんなとはなすことができた。そして，中国からの友達も心配してくれて、ありがとうございました。センターの先生もありがとうございま
す．今元気になる努力中です。成績はも出ました。
現代文：３２点（＋２）　　古典：３７（＋１３）！　　英語：５２（＋１３）(一番低いじゃない)！！　　ライティン
グ：３６（＋１７）！　　物理：８５（一番）（よし）　　数学：８８(５番目）（＋３１）　ね！！！(）中は以前に比べて
みんなと一緒にゲームした！
いっぱい話した、周
りの人も助けてくれた！
がんばって！！今よりもっともっと！
しんぱいするな！これからーかならずーできる！
みんなも、がんばってね！
（原文）

于 暠さんの日記



私が前に話した富士山

2006.12.16

このようでしたが、うまく写せていないけど、君津の学校の4階で撮ったのです。

于 暠さんの日記



掃除。。

2006.12.21

ペンキを塗ることなんて、大した事じゃないと思ってた。でもそのブラシをあっちこっちに動かせばいいと思っていた。今日、教訓を得た。今も、手が痛い。
　　HOMESTAY
の家では今日掃除が行われた。僕ももちろんやることになった！クラスメイトといっしょに中庭のイス兄さんを髪を染めてやることになった-僕より大きくみえる-。始める瞬
間、困難に出会った！僕と僕のバディはどうしても敬愛なるペンキ缶のふたが開けられなかった。すべての方法を考えつくして、最後、石と鎌を使うことにした（..）それで、
ペンキのふたが開いた。（ペンキ缶にふたなんてあるのか？？）それから、中のドロドロの糊(つまりペンキ)を長い間使ってなかったので、小さい棒持ってきて混ぜ混ぜ…そし
てやっと液体が混り合って、ついにペンキを塗りはじめた。ペンキ塗りは意外に難しい。ブラシについたペンキを、平らに塗らなければいけない。それに塗ってはいけないとこ
ろもある。さらに地面に落としては行けない。どうやってやればいいのか？僕とクラスメイトは二つの方法を考えついた。一つ目は僕の考えて、ペンキが靴の上に落ちた。二つ
目は彼が考えたもので、ペンキが頭の上に落ちた...なるほど、髪の毛を染めるには美容院に行かずとも、アトリエに行っていいのか。
　　ペンキの濃さを調節するのはとても
大事な仕事の一つだ。水が多すぎると使えない。だから頭の上に落ちる。水が少なすぎると力がいる。靴の上に落ちても、洗い落とせない...
　　最後に苦難に満ちた戦いをし
て...そして僕達は大きな成功を収めた!
　　これが終わって、僕らはもう嬉しくて仕方なかった。やっとのことで終わったのだから(なんて都合のいい。これだけの仕事なわけ
がない)としーの温かな呼び声で、僕らはまた新しい長い旅路に足を踏み入れてしまったことを知った...
（訳文）

于 暠さんの日記



自分の考えについて書いてみます

2006.12.25

22日(号)の朝、homestayの家で朝ご飯を食べてる時、hostfamilyのお母さんは僕に、息子が彼女に中国のことがやっとわかったと言ったと話してくれました.この話を聞い
て、みんながどのように（中国について）思っているか知らなかったからとても感動しました。これはなによりも重要なことだと思います.私達がお互いに行き来して理解しあ
って、触れ合って、やっと相互の誤解を解消することができます.僕はhomestayを通じていっそう本当の日本家庭を知ることができ、日本人も普通の中国人について知ることが
できる、なぜならいっしょに生活すると、何も隠し事なんかないしとても楽しい。日本に来てからも家にいる感じがするのは、それはひと言で言うと、無限の希望があり、少し
ずつ理解し、感じ取ることができたから。僕はセンターの先生がなぜ大変ながらも私たちにこのような活動の場を用意してくれるのか、なるべく（中国の）家族と連絡をとらな
いように言うのか、一人で勉強や、更に相互理解や交流をさせるのかがやっとわかりました。日本では1年間の期間があるけど、あっという間に3ヶ月が経ち、自分の考え方が
本当に、ほんの少しの変わった。自分の国の立場と違う場所からいくつか問題について考えることができるようになる。それは時にはとても幼稚で、とても滑稽に感じられるけ
ど、私達はこのような機会を通して、疎通をはかることができる.
多くの問題は私達が考えているように複雑すぎるものではないけど、多くの問題は１日や2日で解決できるほ
ど単純ではありません.しかし、みんなが考え方を変えてみることによって解決されるかもしれない.僕は、色んな人と付き合っていくための交流ができる能力を身に付けていき
たい。このようにようやく他人を理解することができるようになることは、更に自分自身を充実させることができるのだから.
センターの先生方、学友のみんな、メリークリス
マス！

于 暠さんの日記



そうすぐお正月

2006.12.28

この2日間行った場所は本当に多かった。
23日、先生と横浜の中華街に行って、山東料理を食べました。感動しました！特に水餃子を食べる時、悪きそうになった！日本の一
番高いビルで記念写真を撮った（実際こんな写真はなかなかとれない）不思議なのは全員紳士のように写ったこと。
27日！行く東京都の1周、上の写真、浅草寺で、小沢征二
の創建の楽団の演奏のベートーベンの第9交響曲を募集することを耳にしました。20世紀の鬼才-ダリの美術展を見ます。美術をわかりませんますが、しかしダリの絵画、依然
として私に魅力と感じさせます。大英博物館の日本で展示するエジプトのミイラを見ました。ミイラの製作の過程に着いたことを観覧して、多くの解説はわかりますが、しかし
近代的な技術の発達していることに対して怪しいことと感じて、近代的な科学はミイラの棺おけを開けないで中の事を知っていることができます。日本の美術館の館所蔵を見
て、作品を彫刻する多くのロダンのがあって、しかし見て分かりません。日本で亡くなる目撃証言した中日友好のとても勢いが良い標本を見ました。心の中は1種の口に出せな
い感動させることがあります。
正月、各位の体がどのようですかが分からないで、先に学友達と先生元旦に居住するのが楽しくなりました。
（訳文）

于 暠さんの日記



いいな

2007.01.15

いいな，みんなと一緒，同じぐらいかな。
冬休み、勉強を除いて，他はベスト！
。。。。。
これから、かんばれ！
（原文）
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



日本の雪

2007.01.22

土曜日、普段と同じようで同じでなかった。
部の活動で何回目かの遠征試合に行った。
雪が初めて降り出した。
もうかなり長く雪を見ないで過ごしており、今年は暖冬だと言
うのを聞いて、僕は心の中ではすでに雪は降らないと思い込んでいたので、降り始めたときは寒かったけど、心は温かく感じた。
僕は雪が好きだ、静かで清潔感に満ちた感じ
がするし、静寂でスッキリとした感じになる。
暖冬で、雪が舞ったのはほんの一瞬だったけれど、一瞬であったがゆえに僕の心に刻み付けられた。
寮に帰ってみると、誰も雪
のご光臨を知る人はおらず、天の采配であるかのように感じた。
僕の心が通じたのだ。
この際、改名して、上善若雪としようかな。

于 暠さんの日記



久しぶりで、とても懐かしいです

2007.02.05

みなさん、お疲れ様でした、とても長い間メール（日記）してませんでした.
先生達が私のhomestayのホストファミリーに感謝状を送ってくれたことにお礼を言います.
また、
とても多くの人が私のメール（日記）に関心を持っていることを知りました.
だから書かないことはよくありません.
最近多くの出来事がありました.
口に出しては言えないけ
ど、感動あり、悲しみあり、迷うこともあり、そして成長がありました.
日々このようにして毎日毎日が過ぎていってます。広
島の原子爆弾による被害の痛ましさを見て、心を
込めて折鶴を折りました.
友達と一緒にサッカーして、いっしょに遊んだりして、まだ始まったばかりでよくわからないこともあるいえど、適応するようにしているし、努力し
ています.
すべて平穏だけど、ひょっとするとこれこそが本当の生活ではないだろうか、旅行にいって遭遇する完璧な景色ではなく、これが本当の姿です.
言葉とかではなく、
ただあるのは心のみです.

于 暠さんの日記



最近

2007.02.15

とても長く日記を書いておらず、反面教師になりそう。
最近将棋と数独にこっています。将棋の相手は、同級生で、彼は五歳の時に父親から将棋を習い始めたということ
で、、、
十戦やって大敗しましたが、ぼくは負けを認めたくなく、１１局めにやっと一矢報いることができた、、
それから数独ですが、始まりは同級生がニュージーランドか
ら買ってきた本にあったものからで、二題やったけど簡単すぎて、新聞に載っているのをすることにした。
日曜版には必ず問題が出ていて、難問です。はじめのいくつかを埋
めるの簡単ですが、難題といってもこんなものか、と見縊っていると、簡単な問題を埋め終わると、全く解決の糸口が見つからなくなってしまった。たくさんの数字が埋められ
ることに気づいた。とりあえず一つ入れてみると、全てを埋めることができた。しかし最後にもう一度見直すと、全くの間違いだったと知った。横列は全てあっているのに、縦
列に重複している数字が出てきた。
そこで苦しんだ末、最初からやり直し、三度もやりなおした。三時間も使ったけどなおまだ解決せず、、、
homestay先のお父さんも帰っ
て来ました。お父さんもとても数学が好きです。
2時間半奮闘と緻密な論理的推理の後..また違った。
彼はもともと僕より早く終わると思っていたようだが、時計を見ると夜中
の二時だった。
お父さんは翌日仕事があるので寝ました。
しかし僕は寝つけませんでした。解決していない問題はやっつけてしまわないと!!
夜明け方3時27分、今でも忘れら
れないことだが、大きな叫び声が宇宙に響き渡った。成功したのだ、そしてその瞬間眠気に襲われた。
（訳文）

于 暠さんの日記



世界で最も難しい事

2007.02.16

世界で最も難しいことは、やることです。
やっと年賀状（旧正月）を出した。切手を買うことから、ニューイヤーカードを書くまでたった5分でした。
しかしこれをしようと
思っていたのは、もう一週間も前の事でした。時間は待ってくれません。旧正月にはもう間に合いません。
僕達は何かするとき、そのことに考えをめぐらし、それから行動に
移します。本当に行動に移せますか。行動に移すだけの勇気がありますか？僕達ができなかったことのほとんどは勇気が足りなかった結果です。みんながやらないのに、僕に上
手くできるのだろうか？と疑ってしまいます。僕達は最後までやり抜く決心がなければ、永遠に成功なんてありません。永遠に努力することの意味を知りません。この問いは難
しいです。先生がこの話をするとき、自信のある人は、普通の人より早く行動を起こせるものです。自信のない人は、この問いを難しいと思い、そのこと自体に考えをめぐら
せ、この問いの解法を考えずに、自分に言い訳をしてしまします。僕達はいつも結果を考えてしまいます。やり終わった後のことを考えてしまいます。結果は僕達が想像するよ
りも更に意味を持っています。僕達が行動を起こすべき時間を考えることにあてがってしまい、そうすると時間がなくなり、なおさらやるべきことをやれなくなってしまうので
す。
（訳文）

于 暠さんの日記



ありがとうございました

2007.02.23

基金の先生方、ありがとうございました。僕達に今回のような友達が集まる機会を用意してくれて。自信がついて、次に走り出した。前よりも速いスピードで。東京でもっと自
信を持った自分とみんなの姿を見たい。みんなは頑張ろう。7月、成長した後の僕達の姿に期待しよう。
（訳文）

于 暠さんの日記



上善若水

2007.02.27

思うところあって、みんなの日記を見ました。
少し言いたいことがあります。
私達の日々はまたいつもの日常に戻った。違いますか？
私達の広島での日々は、あまりに多すぎ
るほどの美しい思い出があります。でも、みんなに信じてほしいのは、私達が戻った時に、私達の現在の生活が、記憶に残るだろうということです。
私達は成長しています。
正確に言うと、孤独だと感じています。個人の感想に過ぎないけど、このような感覚は時間の流れと共になくなっていきます。人生の成長によって、だんだんそんなに大切じゃ
なくなっています。私が学校に戻った時、1種の言い表せない孤独感がこみ上げて来ました。私はあんなにも多くの友達を失ったという感じがして、まるで夢のようで、誰も助
けてくれないような気がしました。でもだんだん、私はゆっくりとその状態から解放されてきました。なぜなら、私はもっと重要な、しなければならない事があり、体験しなけ
ればならいことや、理解しなければならないこと、感じなければならないこと、私がまだ経験したことがない事がたくさんあると気付いたからです。もちろん、私も広島で過ご
した毎日、毎分、毎秒がとても懐かしいです....なぜなら広島での一日一日は、すべてが素晴らしく、完璧なまでに美しく、素晴らし過ぎてまるで現実じゃないみたいだったか
らです。
懐かしさは結局懐かしむだけで、過去のことであり、すでに永遠に美しい記憶です。多くの友達と交流し、今まで知らなかった辻くんという友達を知り、いっしょに
遊んで、いっしょに交流しました。私はそれを大切に心に記憶しておきます。でも私達は永遠に記憶の中で生きていくことはできないですよね？私達にはまだ5ヶ月の生活が残
っていて、一日一日、現実の世界の中で生きていかなければなりません。もしかすると、私達はお互いのことを想って、双方のため、友達のため、絶えず努力して、より大きな
進歩を得ることができるかもしれません；また、もしかすると友達を想うあまり、私達はその中に深くはまり込んで、勉強したり、体験したり、やるべきことをや、したいこと
に集中できなくなり、進歩はゆっくりになるかもしれません。私達のこの5日間の美しい記憶は、最後には異なった結果が出るかもしれません。私達が今どこにいようと、心が
一つであれば、私達を分かつどんな力がありますか？私達が必要なのは前進することです。5ヶ月後に再会した時の更なる進歩です。だから、次に友達と会う時に更に自信が持
てるように、我々が会う時にもっと多い収穫があるように、いっしょに頑張りましょう。いっしょに努力するようにしましょう。
私もとてもみんなが恋しいです。。。。うう
うううう。

于 暠さんの日記



終わりは、新しい始まり。

2007.03.08

今日は卒業式。
3年生の先輩たちは、今日から新しい生活に入った。それぞれの道を歩く。人生もまたそれぞれに異なってくるのだろう。突然、僕は半年後、一年半後の僕達の
ことを思った。僕達が別れを告げあうとき、人生の道もまた異なってくる。同じ場所から、違う方向へ向かう。
終わりは、新しい始まりなのだ。
来月から、彼らは新しい旅路
につく。寮には、新しい後輩が増える。僕達はまた一歳年をとって、寮で最年長になる..
別れ。それは新しい出会いを意味する。別れなしに、新しい出会いなどない。
喧騒や
別れのせつなさ。突然、寮の中に欠けているものがあるような気がする。なんだろう。分からない。それらがあったときには存在を感じることもなかった。しかし、今になっ
て、すでにそれが失われたことに気づいた。もしかしたら、それが生活するということなのかもしれない。いくらか失って、また何か得て、失って得て....人生のレールは永遠
に前に向かって進む。上り坂や下り坂があるだけで。それだけだ。これだから、生活に彩りが生まれて、楽しむことができるのだろう。そうでなければ、毎日同じような人に会
って、味気ない生活を繰り返して、飽き飽きしてしまうかもしれない。
（訳文）

于 暠さんの日記



競争の動力

2007.03.14

友達と数独やってます。
友達は数日前に始めたばかり。僕はというといくつかやったことあります。
友達がある日僕に言いました。できない問題が二つあるんだけど、君はで
きないかって。僕に出来ないなんて言えるはずがないじゃない？僕の輝かしいイメージが崩れちゃうじゃないですか。
実はテーマはそんなに難しくなくて、2つの問題は、その
日の晩、すべて出来ました。友達が出来るのを待てなくて、まだ出来ていないのはなかったか？？？何かが僕を急き立てるように、橋本先生がくれた長い間解けなかった問題さ
え、一瞬の内に、殻が開いたように、解けました。
人に問題を語るのは面倒だな。でも言う必要ないか。翌日、友達が言いました、彼もあの２つの問題が解けたって。
え？？？？？速すぎるでしょう！！！！！！！
不思議なんだけど、考えてみると、たぶんお互いを促したのでしょう。友達は僕に彼が出来ないって言って、もちろん僕が言う
のをじっと待ってることはできないだろうから、僕が彼に答えを言う前に出来たのです！私、友達が作り出したことを待つことができないため、同じくまたできないで、努力し
て題をして、甚だしきに至ってはもとはでき(ありえ)ないテーマさえ作り出しました。
これは競争するかもしれなくて、とても多いかもしれない方面に、私もこのような競争
を必要として、…かも知れない、私は競争することが好きでなくて、心の中はまた思うことができ(ありえ)るかもしれないでしょう。
このような競争相手がひとつあることが
できることを望んで、とてもおもしろいです。。。。。。

于 暠さんの日記



雪はすごく深く積もり、本格的に降った。

2007.03.17

君津市の初雪は遅かった。
今日、ちょうどあって、今年初めての雪が降って、久しぶりの雪、久しぶりの感じ。
雪が好きで、とても静かで、とても軽くて、雪が降ったの一瞬
の間に、世界がすべて話をしていませんようになっていません。静かなのは、ゆっくりして、静かに言いますと雪を聞いて言います。小さい時も雪が降って、今しかし大部分が
雪を比べて、長い間おりて、多くの日をおりて、空を覆う雪、雪は着いて東西南北が探し出せないで、雪はいくつの週間まで(へ)溶けないで、雪が寒い心を手に入れるのは暖か
いです。雪をおり終わって1度の雪の戦争を打って、お母さんの私に貸す皮の手袋を、使って更に第2次を使うことができなくて、他の人の服の中でへ雪を詰め込んで、栓は最
後まで(へ)家に帰って、服はすべてべちゃべちゃで、手元(体)にとても寒くて、心の中はとても心地良いです。雪が降った日、外で走ることができないので、私は言うことを聞
かないで、自分まで(へ)登って起きないことが転びます。至る所ですべてスキー場で、漕いで漕いで、お金を払う必要はありません。脱穀する雪の戦争、雨傘は防御のツールと
して、雪のボールはして武器に進撃して、手はとても寒くて、口に置いて前に息をちょっと吐いて、団の雪のボールを継続して、最後にうてて、雪のボールも壊れて、雨傘も壊
れた；手元(体)にとても寒くて、心の中はとても心地良いです。雪はすぐに終わって、最も運が悪いのは学生で、いっぱいなキャンパスの雪、すべて清掃しなければなりませ
ん；最もうれしいのも学生で、1つには少なく2節(つ)の授業に行くことができて、2つにはついでにことができて、雪の戦争、雪だるまを山積みします。よく雪をはらい除いて
まだ掃きませんほうがいいすきなこと、雪をはらい除けば雪をはらい除くほど多くなって、雪をはらい除けば雪をはらい除くほど乱れています。むだに雪を、踏むのは暗くなっ
て、平らな雪を、掃くのは乱れていました。どこもかしこもすべてで、もともと同じくどこもかしこもすべてです。
突然思い出して小さい時1部のアニメーションを見たことが
あって、《雪の子供》、見たことがあって泣いて、泣いてお母さんまで(へ)第2見ることを譲ります勇気がなくて、雪が降って、小さい友達は１つの雪の子供を積み上げて、お
ちびちゃんの鼻、2匹の大きい目。雪の子供は小さい友達に付き添っていっしょに遊んで、いっしょに遊びます。静かな冬で、楽しい遊び戯れること、太陽は出てきて、雪の子
供がゆっくりして解けて、一日の朝子供達は出てきて、発見上でただ１つのおちびちゃんだけが残って、２つの暗くて長い目と。雪の子供は天には翻って翻って、二度と来ない
ことができ(ありえ)ました。ここを見て、とても苦しくて、悲しむことができて、雪の子供はなくなって、雪の子供はなくなった......
雪を見る時、寮を聞く姑は、今の雪、す
でに以前は大きくなったことに及ばないで、地球の温室効果、後であなた達に頼って(寄りかかって)方法を思いますと言います。私は知らないで、30年の後の今日、私達は雪の
子供を見ることができてか、私達の子供、また雪がどんな様子ですかを知っていますか。ある日もし私の子供は私に何が雪なことを聞くならば、私かも知れません、答えること
ができません。
静かなのは雪を聞いて、楽しみは雪を遊んで、私は一生すべてこのようにすることができることを望みます。

于 暠さんの日記



まだないの？？？

2007.03.19

僕が心を込めて雪についての日記がないの？？？？？
55555555555555555
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



春が来た

2007.04.01

お昼に食堂でご飯を食べようと寮をでたら、ひとしきりの熱風に襲われた！まさかこれはエイプリルフールの冗談じゃないの! 7ヶ月の前にここに来たばかりのとき正にこのよ
うな感じで、熱くて仕方なかった。今やっと春になったばかりではないの？
私は信じられなくて、ぼんやりとした両目を見開いたら草は緑になり、桜も既に満開で、これは本
当に春なのだとわかった。とても熱い！太陽が火のように照りつけます。
しかし、やっぱり春だ。春の青い空、緑の大地、美しい春。人も?
万物は蘇り、この季節がまだ遅く
ありません。振り返ってみると、雑草の成長は本当に速く、世界はまたひと回りを始めた。明日、明後日、しあさって、また私が知らない世界があることを知るのだ。自然！本
当にすごい。
　やはり、毎日毎日、1分1秒、いつも変わっている、これは前に戻っているのか、それともこれまでと少しも変わらない巡回か？　わからないけど、大自然は本
当にすごい。毎日毎日、1分一秒、いつも変わっている。僕のように物事に対して敏感でないと、雑草が成長したそんなに長い時間をかけて育ってきたことに気づかない。
桜は
確かにとても美しいけど、2日も過ぎればもう見られなくなる。毎年このようで、毎年このようではありません。
わけが分かりません。。。

于 暠さんの日記



人生は自分とのチャレンジ

2007.04.09

まあね
一言では言えないですけど。
人生は自分との闘いだよ。
誰とでもない。自分とだよ。
昨日より，もっと成長したのか。
昨日できないことは、今日少しでもできるよう
になったのか。
やはり、頑張るのは大切だよ。
誰かと比べるんじゃなくて，自分とだよ。
今から，自分が毎日進むように頑張りましょう！
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



許せ！だけど、忘れない。

2007.04.12

感動した一言。校長先生から言った言葉です。
どんなことも,過ごしたものは,もう過ごしました。
傷ついたことも、もう過ごしました。
許しても,許さなくても、もう終わりま
した。
誰でも間違ってることがあるので,許してください。
でも,損害したことは、なくしたことは、自分自身の中に,永遠記憶して、忘れないように、今後もそういうようなこ
とをしないように、自分を守ってください。
傷ついたことを許せるのは、すごく良い心から、考えたことです。
これは素晴らしいしか思えない。
人と人,他のいろいろも,同
じ。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



なぜ今日日記を書くか

2007.05.19

とても長い間日記を書いていないので、みんないらいらしながら待っていることでしょう。残念ながらテーマが見つからなくて、何を書けばいいか分からなかったのです。
な
ぜ今日日記を書いているかというと、昨夜夢を見たためです。センターの先生が私を探しに来る夢に見て、私にどうして1ヶ月間日記を書かないかを聞きました。（これは何の
夢ですか？）そこで、今朝起きてすぐ1篇の日記を書きました。
相変わらず充実していて楽しい日々を過ごしています。時々クラスメートがおもしろくて笑ってしまいます。学
校の中に風雲児がいて、勉強も運動も普通なのですが頭の回転が良く、人を笑わせるのが上手です。何とも言えない顔つきを見ただけで面白く、笑ってしまいます。多く人は他
の人を笑わせるためにわざとやっていますが、彼は違います。おそらく天然なのでしょう。彼こそが笑いの大王です。
勉強は周りの人と比べてそんなに頑張っていないです
が、たまにわかると楽しいです。
小さい頃、ソクラテスはお風呂場で身体を洗っている時に突然難問を解いて、服を着ないまま家の外へ駆け出したと聞いたことがあります。
自分もこのように集中してみるのも良いかもしれません。

于 暠さんの日記



人生で本当に寂しいことは親友がいないことではなく、ライバルがいないことなのです。

2007.05.28

人生にライバルがいなければ、ずっと出口は見つかりません。
本当に自分に匹敵するようなライバルが存在してこそ、自己の実力を発揮することができ、ライバルの存在を知
ってこそ、はじめて一時も休まず努力し、一時も休まず奮闘できるのです。
目標が存在しない人は、永遠に自分の向かうべき道が見つからないでしょう。
ライバルがいなくて
は、永遠に自分の本当の実力を知ることはできないでしょう。ライバルがいる人は幸福であり、希望をあきらめることもなく、退廃的な時間を過ごすこともないでしょう。自分
と同じような人がいて、たゆまぬ努力をしていることを知っているならば、それは一種の美しい境地なのです。
そういう人は自分が勝利することの興奮のためだけでなく、自
分の失敗をさらなる努力につなげることができます。
私は今、何故誰もが自分のライバルを探すことを好むのかがわかったのですが、このような感じはいかなるものにも例え
ることができません。
自分の一生のライバルとなりうる人こそ、本当の親友だと言えということは、間違いないことでしょう。
ライバルがいかなる人よりもあなたを理解して
いるのは、彼があなたに打ち勝ちたいためです。素質が似通っていて、レベルも同じで、様々な点であなたとかなり近い人物同士は、もしかしたら、そんな二人はこのようなた
ゆまぬ努力ゆえに、本当に、大きなことを成し遂げることができるのかもしれません。

于 暠さんの日記



感動、また会いましょう。

2007.07.28

泣いた。男なんですけど。
辻に泣くなにいってるですけど。自分も泣いた。
感動した一年間。すばらしい一年間。いろいろありまして、成長した一年間。長くて短くて一年
間。
ああ、みんなと別れるのは、今日だけ、いつかまた会える、絶対に！
いつでもみんなのことが知りたいから、いつでも自分のことをここに書いてね！先生も僕達も。
人と
して別れるですけど。心はいつもつながっています。僕らは中国でばらばらになって、先生たちも日本で。みんなもがんばってください。会えるために。いつでも、みんなのこ
と、知りたいです！
みんな、ちゃんと書いたら、また交流ができると思いました。
眠い、今日はここで終わりか。
かけつづきます、ずっと！
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



やっぱり

2007.07.29

先生たちが私のことをよく知っていますねって自分が思った。
僕は早めに日記を書くのも知ってるのは感動しました。
よかったな。。。。
僕らは8月1日から学校が始まりま
す。忙しくなるだと思いました。これからもあんまり日記がかけないかもしれないですが
なるべく書きます。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



忙しいですけど

2007.07.30

忙しいですけど、疲れたですけど
帰った直後あるところにいった
みたらすぐわかるとおもうよ！
問題です
最近書きすぎという気があるですけど
またそろそろいそがしくなっ
て書く時間がないかも。。。。
じゃ！
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



正解を発表します

2007.07.31

あれは北京大学の未名湖です。
先生方、僕の健康を気遣ってくれてありがとうございます。
もし時間があったら、またみなさんに、中国の事に関していくつか紹介しますね。

于 暠さんの日記



問題です

2007.08.06

次の文はただしいですか？
＜私には将来童話作家になりたいという夢があります。＞
これは中国の日本語本の中にある文です
ちょっとおかしいと思った。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



みんなが待っていた日記、登場！

2007.11.03

ひさしぶりに日記を書く。数えてみたら3ヶ月ぶりだ。
すごくいろんなことがあって、ゆっくりできなかった。
今日はなぜか急に思いついて、センターのサイトに来てみた。
来てよかった、なんだか懐かしい。
日本が僕にもたらしてくれたたくさんのものは、一生の宝物かもしれない。大切にしよう。
自分がすごく成長したと感じる。ひとことでは
うまく言えないけど。
将来事業を起こすかもしれないけど、この機会をありがたく思うだろう。どの人にとっても、僕自身にとっても、計り知れない意義がある。
落とした授
業は多くない。ちょっと補習すれば大丈夫だろう。人生の経験が多いこと、それが重要なんだ。
あんなに多くの友だち、先生と出会い、あんなに多くの感動、困難、喜びを得
た。この一年はとても重要で有意義だった。
縁があれば離れていてもきっとまた会える。近い将来、またみんなに会えますように。
上善若水

于 暠さんの日記



夢のために

2007.12.29

交流センターの先生、お祝いのカードをありがとうございました！読んだ後、異国の地でまだ僕達を思ってくれる人がいると思うと、すごく感動しました。ありがとうございま
す！
　最近はだいぶ忙しくなりました。元旦には、山大日本語学科のテストを受けるんです。だからしばらくは日記を書く時間がないと思いますが、先生方、どうかお察し下
さい。もちろん時間があれば少しでも書いていきたいと思っています。
　最後に全ての先生方、友人の皆、良いお年を！新しい一年の中で、皆さんが共に健康で、目標を達成
されますように！一緒に努力しましょう！

于 暠さんの日記



new year，new dream

2008.01.01

あけましておめでとう。2008年が今日やって来ました。
昨日一昨日と試験勉強をしていたので、ここに来るのが遅くなって申し訳ない。
新年の新しい気運、新年の新しい夢。
夢を追う一年、みんな準備は整った？
ともに頑張って、年末にはみんなでこの一年の棚卸をしよう！
去年の今日、僕はまだ日本人の家にホームステイしていて初詣に参加し、
とても多くのことを体験したことは、今なお忘れられない。
夢のために、いっしょに努力していこう。新しい一年、頑張ろう！！
今年中国で開催されるオリンピック、みんな
でいっしょに見に行こうぜ！

于 暠さんの日記



夢（1）

2008.03.06

荒れる土地の上にいた私。
戦いは終わるか、まだです。
どちらでも戦いの終わりみたいだけど。
これから始まるべきだ。
後100日か、後100年か。
無煙の戦い、国の将来を
決まる戦い。
国の夢のための戦い。勝ったら国が世界で位置が変わる。
だから負けるはずはありません。一生懸命頑張らないと。
実際にはどうなるは、やらないとわからな
い。
では。また続けて書いています。
これは新しいチャンレジした作品でした。。。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



写真

2008.05.04

どうして僕のところにはまだ届かないのか？
このごろ、本当に日記を書く時間がないので、もうちょうっとしたら、時間を見つけて書くよ。もうちょっと待って、いい日記を
発表するよ！

于 暠さんの日記



まだ受け取ってない

2008.05.06

なんでだろう？

于 暠さんの日記



もう届きました

2008.05.10

写真を見るなり懐かしいいろんなことを想い出したよ。
お世話になった人たちにどれだけありがとうと言っても足らない気がします。
できることならもう一度会いたいです。
勉強の方でも大いに力づけられた気がする。
これからももっとがんばります！

于 暠さんの日記



少し気になること

2008.05.12

帰国してから少し立った、もう何ヶ月も過ぎてる。
センターのこの掲示板に来る回数が少ないなと感じ、後輩達にもたいしたいい経験を残してないような気がする。今期の学
生同士の交流も本当に少ない。
みんなは今どこにいるの？忙しいのかな。でもやはり時間がある時に少し交流したほうがいいよ、なんと言っても、一年間一緒に生活していた
のだから。みんな、今何に忙しいのかな？
みんなと連絡を取りたい、メッセージを待ってます

于 暠さんの日記



夢

2008.06.22

　日本から帰って１１ヶ月も経た。この時間はちょうど日本にいる時間と同じだ。
　日本にいる時間でも、帰った後でもずっと自分の夢はなんですかを考えた。やっと自分の
夢を見つけた。そのために必死に好きなものに向けて頑張ることを決めた。やってもできないかもしれないが、やらなかったら絶対一生も悔しい。
　先日本のあるぺージで＜
先頭に立つ勇気＞という言葉は東大総長から言った。すごくショックを受けた。勇気、先頭に立つ勇気。それは自分の人生を開くために必ず持たないといけないものじゃないか
なと思った。
　ほかの人とぜんぜん違う道を選んで、その先の険しい所はまったく分からずにコツコツ進んだ。野望ができるかどうかは別としていたが、その野望を叶うため
の準備する経験は一生の宝物だ。
　すごく苦しいかもしれないし、すごく難しいかもしれないが、できないとは絶対いえない。自分のことを信じてからやったらいつか必ずで
きると思う。
　ほかの人から助かることがあれば、恩返ししないとだめ。人よりいいチャンスがあれば、あの人たちの分にもやるべきだ。つまりやる義務を持った。貧乏な人
より豊かな生活ができたので、ご飯を無駄にしないで食べることはこの例でした。つまりいい条件があるのにできないのはだめだ。自分だけではなく、ほかの人のためもあっ
た。
　だから悔しいしないよう、今でも、一生も頑張るはずだ。
　みんなも一生にがんばろう！
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



また一年収穫の時

2008.07.24

新しい長期生がもうすぐ帰国すると聞いて、自分は帰ってきてからしばらく時間が経っていると突然、気づきました。どのくらいだったのかな、一年間も経ったのですね。
皆
さんは帰ってきた時、僕と同じようになれないかもしれません。でも頑張れば、やってない勉強は追いつきます。人間は、将来それぞれの道を選んでも、元のレベルより低くな
ることってありえないですからね！
早く勉強ムードに慣れるために、僕の友達は毎日５時間しか寝ない子もいました。帰ってきてほとんどの友達は、一生懸命自分の夢を追い
かけます。学校ではどんなに疲れても、粘り強く頑張っています。
僕達にとって、学校でたくさんの内容をやらなかったけど、みんなの最後の成績は去年の先輩達よりよかっ
たですよ。さらに今まで推薦の人数が一番多かったです。
だから帰国って、何も怖くないですよ。
後輩のみなさん、日本で過ごした日々を大切にとっておいて、自分達に夢の
ために、後悔しない人生を送りましょう。頑張りましょう！

于 暠さんの日記



ノーベル賞

2008.10.07

久しぶりにニュースを見た私はびっくりされたものが一つあった。
今日で選出したノーベル賞の物理学賞の三人はすべて日本人だった。一人は東大卒で、二人は名大卒そう
だ。ちなみに中にいる一人は日系でしたが、三人はすべて日本の大学を送った人だ。
やはり日本の基礎技術が強かったと思った。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



なんか今日は悲しい

2008.12.04

夢が破った、だが、頑張り続けるしかない。
レベルの不足であれば、一年二年一生でもずっと頑張る、そして必ず最後が夢を叶う。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



HAPPY NEW YEAR!

2009.01.01

新年おめでとうございます。
中国はまだですが、日本はすでに新年の迎えになっただろう。
昨年のこの時間では同じようなことにも書いていました。あの頃はまだ何も知らず
ただ高校生なのに、その一年間よ～く成長したことを実感した。（残念ながら日本語は全然。。。。。）
今年も前年度と同様に一生懸命頑張りますので、施肥応援してくださ
い！
今年もよろしくお願いします！
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記



（お勧め！）中国建国６０周年 山東大学日語教師 穴澤貞幸

2009.08.18

前に：これは私の日本人先生が書いた中国建国６０周年に向けの文章です。ほんの日本人の考え方をみんなに伝えるために私は先生の同意を得てここに私を感動された文章を載
せました。前には全然知らないですが、ただ５日でこんなに長くかつ深く文章を書くのは先生の真剣さを十分に示しました。以下は本文です。
　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　
中国建国６０周年
　　　　　　　　　　　　　　　山東大学日語教師 穴澤貞幸
　一つの国が大きな出来事のあった日時を基準にして一定の期限をもって祝ったり、来し方を懐
かしんだり、また未来への指針を構築する足場を固めたりということはどこの国でもおこなわれていることです。
　１９４９年に中華人民共和国が創立されたと言っても、日
本人の私には具体的にはよくわかりません。中国には３０００年の歴史がありますが、特にこの６０年を取り立てて記念すべきものとして評価しているのはそれ以前には戻りた
くない、戻したくないというきもちがあるからでしょう。日本についても同じようなことがいえます。戦後６４年の歴史はそれ以前とは全く違います。きりのいい年ごとに戦後
何周年という行事が組まれたりします。政治の仕組みや人々の考え方が大きく変わりました。日本のよかったところもなくしましたが、元に戻ってほしくない、戻してはいけな
いという人々の気持ちが行事や式典に集約されています。
　私が初めて中国の土を踏んだのは数年前観光で訪れた上海でした。上海は摩天楼がそびえ、空港から市内に向かう
高速道路は車が途切れることなく広い車線を走っていました。その中に日本では見かけない欧州車、アメリカ車、韓国車がスピードを競っているようでした。高速道路を降りる
と歩道は人があふれていました。燦然と輝く夜景は中国の繁栄を象徴しているようでした。 次に中国訪れたのは２００５年の９月でした。秦皇島の燕山大学に日語教師として
赴任するためでした。北京から列車で３時間余。北京駅まで日本語のわからない中国人に案内されて列車に乗りました。直線の線路には感心し、ここは大陸なんだと実感しまし
た。秦皇島は田舎の風情がありましたが港湾が整い、広い道路が走り、近代的なビルもありました。馬車が荷物を運んでいるのを見たとき、思わず子供の頃の日本を思い出しま
した。走る車は汚れたり、窓が割れたり、針金で修理したような車も見受けました。
　一年おいて２００７年にはハルピンの東方学院に赴任しました。広い道がまっすぐに伸
びた道路を大型トラックをはじめいろいろな車が走っていました。馬車も通ります。馬、ロバ、ラバがのどかな雰囲気をもたらしていましたが、その脇を容赦なく車が通り抜け
ます。汚れた車の数は秦皇島よりは少なくなってました。
　２００８年に山東大学に赴任しました。町中の大学ということで買い物が便利ですが、空気がよくありません。高
層ビルもありますし、道路も整備されてるようですが、車の数が多くて渋滞が起きます。馬車を見ることもありますが多くはありません。車は新しい型のものが多く、壊れたま
まの車というのは見かけません。
　１９４９年のとき、私は小学生でした。１年生でした。そのときの東京の様子は戦後４年ということで、戦争の傷跡はあちこちに残ってい
ました。いろいろな物資が不足していました。特に食料が足りなくて多くの人がその日の食事を確保するのに苦労していました。戦争に負けた島国日本は貿易はできませんでし
た。海外にいた日本人が帰国したために衣食住すべてが足りなくなったのです。しかも不作の年が続いたこともあり、食料の不足は深刻でした。工場は焼かれたままで、仕事は
ありません。戦地から帰国した傷痍軍人は路頭で白衣をまとって物乞いをしてました。家を焼かれ、家族を失った少年たちはかっぱらいをしたり、進駐軍のアメリカ兵にものを
ねだっていました。橋の下、地下道などで雨露をしのぐ人が大勢いました。占領政策で大地主がいなくなり、財閥が解体されたりして日本人はほぼ平等な生活をしていました。
空襲を受けなかった家の人や、農家で畑のある人は都会の人より楽な生活をしていたようです。
　１９５０年に朝鮮戦争が起こり日本はアメリカ軍の軍事基地と化しました。
アメリカ軍は軍事物資の調達、戦車、武器の修理などを日本でまかなおうとしました。そのため日本の廃墟と化していた工場が息を吹き返し、働き場所を失っていた日本人の技
術が動き始めたのです。これが現在の日本の工業立国の原点です。松下電器、ソニー、ホンダ、トヨタ工場などが始動したのです。この軍需景気が日本を大きく変えていきまし
た。
　私が小学校の時、中国の人口は４億人、日本は８０００万人余と教えられました。それが今では１３億人余、日本は１億２千万余人。どちらの国も戦禍の跡から立ち上
がり今日の繁栄を築いてきたわけです。やや日本の方が技術的に進んでいるようですが、いずれ肩を並べることでしょう。すでに中国の国民総生産は日本を抜いたそうです。中
国は世界第二位の経済力を有した国となっています。国土の広さからみれば今後どの程度に発展していくのか予測がつきません。
　私が中学生の頃、トヨタの車が世界に販売
されるようになり、ソニーがトランジスターラジオを売り出し、ホンダのオートバイが人気を博してきました。それに伴い先行の技術を追いつけ追い抜けと追随する多くの企業
が世界に羽ばたき、今の日本の産業の基盤を作りました。
　１９６５年、オリンピックが日本に招致されたときには私は大学生でした。このときに日本のトイレが水洗に変わ
っていきました。外国人に日本のくみ取り式のトイレをみられるのは恥ずかしいといわれ、下水道工事、排水処理施設の工事を進めたのです。東京の道路は狭く車がスピード出
すには狭すぎました。東京の区画整理が大々的に行われたのはこの頃です。古い町名が消えたり町並みが壊されました。オリンピックに先立って新幹線ができました。日本中が
活気にあふれていたような印象があります。就職するときに地方公務員の教職を選びましたが、当時の大卒者は企業に勤めるものが大半でした。それは公務員の給料が安いから
でした。というより企業の方が元気がよかったのです。東京の近隣の田畑や山が崩され造成され宅地が増え、公共の鉄道が延伸していきました。町がどんどん様相を変えていき
ました。同時に自然が壊され、 川は住宅から流される洗剤で泡だらけになっていました。工場から流される廃油や重金属を含んだ排水は水生生物の息を止めていきました。当
然、魚も昆虫も鳥も数を減らしていきました。幹線道路沿いの家では車の排気ガスでぜんそくをはじめ呼吸器系の病気にかかる人も増えました。晴れていても空がどんよりと重
苦しく垂れ込めているということになり、晴天が望めるのは正月だけでした。正月はほとんどの人が休みを取っていたからです。人間の経済的な繁栄に伴い失うものがいかに多
いかに気がつきました。これは東京だけの話ではなく日本全国でも様々な困った現象が現れていました。水俣病（みなまたびょう）をはじめとする四大工業訴訟がおきたのはこ
の時期です。
　１９７５年に公害特別国会による関係法令の整備が整い始めてから、徐々に日本の空がきれいになり、川に魚が戻ってくるようになりました。
私が足かけ４年
にわたって中国をみてきて思ったのは、中国は日本と同じような道を歩んでいるということです。ゴミ、排水、排気ガスの問題を見てるとまさしくあの頃の日本です。今は済南
にすんでいますが空気の悪いのには閉口します。人々が活気をもって働いている姿はちょうど私の若い頃の日本を見ているようです。近代的な高層建築物を背景に新しい車が走
っています。よく、人に「中国はどんな国ですか？」と聞かれることがありますが、「日本の昔と今とが入り交じっている国です。」というのが私の答えです。
　私が中国で
暮らすことなくただ日本で中国の建国６０周年に対する感想を求められれば、ただ「おめでとうございます。オリンピックも成功したし、ＧＤＰも世界二位になったしすばらし
いですね。」と、当たり障りのないお祝いの言葉で済ませるところです。しかし、中国の中で暮らしていると、ここはもうちょっと何とかなったのではないかと思うことが多々
あります。ゴミの処理方法、車や工場の排気ガスの問題、河川の廃水による汚濁などが気になります。これらはいずれだれかが掘り返し、回収して処理をしなければなりなせ
ん。子供や、孫に当たる人がその任に当たることと思います。脚光を浴びる摩天楼、輸送量を誇る高速道路、大型工場、世界二位の総生産を生み出してきた６０年のあいだに、
危ういものも生まれてきています。それへの対処なくして次世代の発展は困難になるのではないかと思います。日本は公害先進国でもあります。日本の公害による悲惨な状況が
いろいろな形で報告されています。それらを参考にして日本の誤った轍を踏まないようにお願いします。
これは日本語で投稿されたものです

于 暠さんの日記
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このプロジェクトに参加したみなさん、責任者の方々へ
　みなさん、こんにちは。日中交流センターの長期交流プロジェクトも、もう5年目になりましたね。当時、不安と期待
を胸に日本へ行った時のこと、今でも忘れられません。
　かねてから留学生会のようなものが作れないかと考えていましたが、参加者も年々増え、すべての留学生たちをプロ
ジェクトサイドからのまとめが必要になってきたこと、多くの人たちが自分の留学生人生を始めていること、僕たちは先輩として、なにか力になれることはないかと考えていま
す。
　そこで提案ですが、第1期生と第2期生のみなさん、僕たちの後輩は今も日本で、そして中国でがんばっています。もし、定期的に同窓会のようなものが開けたら、もし
くは定期的に後輩達の疑問にこたえられるような会が開けたら、後輩たちの助けにもなると思うのですが。意見があったら、どんどん聞かせてください。僕の考えは留学生が中
心に自分たちの組織を作りたい、ということです。後輩たちの留学生活を助け、より良いものにしてゆくために。
　センターのプロジェクト責任者の方々は、毎日後輩たちの
勉強や生活のフォローで大変お忙しいことと存じます。第1期生として、自分たちも何かの手助けができると思います。センターの先生方もぜひ、ご検討いただけないでしょう
か?留学生連絡会のようなものをつくり、後輩たちの日本での生活を手助けし、そして日本のホストファミリーや社会との交流を行いたいのです。全ＯＢが喜んで手助けしてく
れると思います。日本に行ったばかりのころを思い出すと、多くの日本の方々、特に責任者のみなさまからは本当にさまざまなことを助けていただきました。今度は、僕たちが
行動を起こす時だと思っています。
第1期生より

于 暠さんの日記
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